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繰り返し LTP を誘発すると、CA3-CA1 シナプスに１週間かけてゆっくり立ち上がり、その後安定期に入って数週間
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形成によるものであることが分かった。 
 次に、アデニリルシクラーゼ活性化剤であるフォルスコリン（FK：Forskolin）で誘発した LTP によって起こる
RISE（FK-RISE）を同様に定量的電顕解析した。この FK-RISE は CA1 錐体細胞樹状突起の近位（≦100μm）と
遠位（≧150μm）のシナプスで機能的に異なることが冨永と篠田によって確認されているので解析も近位と遠位に
分けて行った。結果、近位は遠位に比べて RISE の成立が少し遅れることが明らかになった。しかし、部位に関係な
く FK-RISE に伴って総シナプス密度と有孔化シナプス密度の増加、そして PSD 長の一時的な減少が起こることが確
認された。これらのことは部位の差はあるが、FK-RISE でも Glu-RISE と同様にシナプスの新規形成が起こってい
ることを示唆する。 








的指標でみた RISE と平行してシナプス密度の増加が起こる（すなわち、RISE は確かに長期可塑性現象である）こ
とを確認したのに加え、PF の増加は見られるもののそれは持続的であること（分裂仮説によれば、増加は一過的と
期待される）、MSB の出現率は不変であること、シナプスの平均サイズはいったん小さくなりその後再び大きくなる
こと（シナプスのサイズが成熟度を示すとすれば、新規形成仮説に合致する）、これらの形態変化は RISE をグルタ
ミン酸暴露によって引き起こしても、環状 AMP 依存性キナーゼの活性化によって引き起こしても同様にみられるこ
と、などを示した。 
 これらの結果は、長期可塑性が、既存のシナプスの分裂によるのではなくシナプスの新規形成によって成立する、
という仮説を支持するものであり、可塑性研究に大きな寄与をなすものといえる。したがって、浦久保君の論文は、
博士の学位を授与するのにふさわしいものと認められる。 
